
み
ん
な
で
地
域
農
業
の

将
来
を
考
え
よ
う

九
月
四
日
、
連
谷
会
館
で
表
題
に
つ
い

て
会
合
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
四
谷
集
落
協
定
構
成
員(

村
雲
代
表)

鳳
来
北
西
部
担
当
武
川
農
業
委
員

夏
目

農
地
利
用
最
適
化
推
進
員

松
下
農
政
推

進
員(

四
谷
区
長)

新
城
市
鳳
来
総
合
支

所
山
口
副
課
長

白
井
主
査
が
出
席
し
た
。

本
会
合
は
白
井
主
査
か
ら
今
後
、
高
齢

化
や
人
口
減
少
の
本
格
化
に
よ
り
農
業

者
の
減
少
や
耕
作
放
棄
地
が
拡
大
し
、
地

域
の
農
地
が
適
切
に
利
用
さ
れ
な
く
な

る
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
が
改
正
さ
れ
、
市

町
村
に
お
い
て
令
和
七
年
三
月
末
ま
で

に
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
代
わ
る
「
地

域
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
た
。

地
域
計
画
と
は

地
域
農
業
の
将
来
に
つ
い
て
一
人
一

人
が
考
え
、
意
見
を
出
し
合
い
、
こ
れ
か

ら
の
方
針
や
取
り
組
み
を
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

地
域
計
画
は
農
業
者
や
地
域
ぐ
る
み

の
話
し
合
い
に
よ
り
策
定
さ
れ
る
将
来

の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確
化
す
る
も
の

で
、
具
体
的
に
は
十
年
後
の
目
標
と
な
る

農
地
利
用
を
示
し
た
地
図(

目
標
地
図)

の
作
成
を
行
う
。
高
齢
化
や
人
口
減
少
に

よ
る
農
業
後
継
者
不
足
に
対
応
す
る
た

め
、
話
し
合
い
に
よ
り
作
成
し
た
「
地
域

計
画
」
の
達
成
を
目
指
し
て
、
地
域
内
外

か
ら
受
け
手
を
幅
広
く
確
保
し
つ
つ
、
農

地
が
利
用
さ
れ
や
す
く
な
る
よ
う
農
地

の
集
約
化
等
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推

進
す
る
。

目
標
地
図
と
は

十
年
後
の
目
標
と
な
る

農
地
利
用
、

地
域
計
画
を
可
視
化(

三
色
で
色
分
け)

し
た
地
図
の
こ
と
で
あ
る
。

地
域
計
画
策
定
の
メ
リ
ッ
ト

◇
地
域
内
で
進
む
べ
き
農
業
の
姿
を
定

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
◇
今
後
農
業
を
し

て
い
く
人
が
し
や
す
い
。
◇
農
業
効
率
的

な
営
農
環
境
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
。
◇
国
の
補
助
や
支
援
を
受
け
や
す

く
な
る
。
等
々
の
説
明
が
あ
っ
た
。

村
雲
代
表
か
ら
資
料
と
し
て
配
布
さ

れ
た
各
耕
作
者
の
「
農
用
地
の
内
訳
」
、

「
集
落
戦
略
」
の
表
に
示
さ
れ
た
項
目
▽

管
理
者
が
引
き
続
き
耕
作
▽
後
継
者
が

耕
作
継
承
▽
担
い
手
を
希
望
▽
農
地
中

間
管
理
機
構
へ
の
貸
付
▽
草
刈
り
等
の

管
理
の
何
れ
か
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
丸
印
を

記
入
し
て
散
会
し
た
。

な
お
、
こ
の
会
合
は
集
落
協
定
に
参
加

し
て
い
る
各
地
域
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
案
ず
る
こ
と
は
、
高
齢
化
集
団

で
千
枚
田
の
保
存
継
承
に
精
一
杯
尽
く

し
て
い
る
矢
先
、
十
年
後
の
展
望
を
○
印

で
決
め
る
の
は
如
何
な
も
の
か
、
疑
念
が

湧
か
な
い
で
も
な
い
。

四
谷
の千

枚
田
だ
よ
り
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獣
害
に
悩
ま
さ
れ
る
千
枚
田
の
百
姓

昨
年
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
ほ
ぼ
全
部
の

田
ん
ぼ
に
侵
入
、
踏
み
荒
ら
さ
れ
た
。
対

策
と
し
て
獣
害
防
止
柵
を
設
置
し
た
も

の
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
跳
躍
力
に
優
れ
、
二

㍍
の
高
さ
も
飛
び
越
し
て
し
ま
う
こ
と

と
、
生
活
道
路
を
遮
断
で
き
な
い
難
点
が

あ
る
。
防
止
柵
の
効
果
は
あ
る
も
の
の
個

体
数
が
多
す
ぎ
る
。
夕
暮
れ
か
ら
夜
、
ロ

ケ
ッ
ト
花
火
や
爆
竹
で
威
嚇
に
出
掛
け

る
と
、
多
い
時
に
は
七
～
八
頭
、
も
っ
と

多
く
に
出
く
わ
す
こ
と
が
日
常
だ
。
困
っ

た
こ
と
に
今
年
は
サ
ル
の
軍
団
が
ホ
ウ

ラ
イ
ジ
ユ
リ
の
開
花
時
期
か
ら
の
出
没

が
夥
し
い
。
サ
ル
は
田
ん
ぼ
の
泥
が
嫌
い

な
の
か
、
稲
株
を
手
で
持
ち
、
株
元
を
踏

み
付
け
、
稲
穂
を
す
っ
こ
き
、
食
べ
る
知

恵
が
あ
る
。
見
て
い
て
も
、
そ
の
所
作
は

見
事
で
あ
る
が
、
百
姓
が
精
魂
か
け
て
育

て
た
稲
は
収
穫
間
際
に
サ
ル
の
餌
に
す

る
た
め
に
作
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
そ

こ
で
、
保
存
会
は
苦
肉
の
策
と
し
て
「
爆

音
機
」
の
設
置
に
踏
み
切
っ
た
。
当
初
の

計
画
で
は
千
枚
田
の
上
・
中
・
下
の
三
か

所
に
設
置
予
定
で
あ
っ
た
が
製
造
元
で

現
在
在
庫
が
な
い
と
の
事
、
と
り
あ
え
ず

二
基
を
十
王
堂
付
近
と
水
車
小
屋
付
近

に
設
置
、
五
分
毎
に
「
ド
カ
ー
ン
」「
ド
カ

ー
ン
」(

九
十
～
百
二
十
デ
シ
ベ
ル)

と
威

嚇
音
を
響
か
せ
、
サ
ル
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、

イ
ノ
シ
シ
対
策
を
講
じ
て
み
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

環
境
保
全
活
動

横
浜
ゴ
ム
㈱
新
城
工
場
生
物
多
様
性

保
全
チ
ー
ム
は
九
月
十
二
日
、
午
後
二
時

半
～
三
時
半
の
時
間
帯
に
四
谷
の
千
枚

田
区
域
内
で
特
定
外
来
植
物
の
伐
根
・
駆

除
作
業
を
実
施
し
た
。

今
回
も
、
横
浜
ゴ
ム
㈱
新
城
工
場
生
物

多
様
性
保
全
チ
ー
ム
（
十
五
名
）
と
豊
橋

オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
ク
ラ
イ
ム

（
二
名
）
、
新
城
市
の
若
手
職
員
の
方
々

（
十
名
）
が
中
間
の
駐
車
場
に
集
結
。
保

存
会
の
会
長
か
ら
は
横
浜
ゴ
ム
が
取
り

組
む
地
域
貢
献
、
生
物
多
様
性
保
全
に
感

謝
。
今
年
は
同
社
が
管
理
す
る
ビ
オ
ト
ー

プ
で
「
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
」
の
産
卵
が
確

認
さ
れ
た
。
こ
れ
も
、
皆
さ
ん
の
千
枚
田

保
全
に
情
熱
を
尽
く
し
て
い
た
だ
い
た

賜
物
と
受
け
止
め
る
。
ま
た
、
東
海
農
政

局
東
三
河
拠
点
の
野
中
参
事
官
か
ら
「
環

境
負
荷
低
減
の
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
」
と
「
棚
田
保
全
活
動
の
意
義
」

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
挨
拶
を
頂
い
た
後
、

担
当
者
か
ら
作
業
の
手
順
な
ど
の
説
明

を
受
け
、
徒
歩
で
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
に

向
か
い
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
ソ

ウ
な
ど
の
外
来
植
物
の
抜
根
作
業
を
行

っ
た
。

尚
、
今
回
は
、
横
浜
ゴ
ム
㈱
新
城
工
場

が
幹
事
を
務
め
て
い
る
新
城
設
楽
生
態

系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
か
ら
も
清
水

事
務
局
長
他
一
名
名
の
参
加
を
頂
き
、
地

道
に
、
少
し
づ
つ
環
境
保
全
活
動
へ
の
理

解
者
の
輪
を
広
げ
つ
つ
あ
る
と
秋
元
チ

ー
ム
リ
ー
ダ
ー
は
喜
ん
で
い
た
。

行

令
和
六
年
九
月
十
五
日

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会

発

文

責

小

山

舜

二

ミ
ネ
ア

サ
ヒ
は

美
味
い

ず
ら
～


